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令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、

『
未
来
越
前
町
へ
希
望
を
紡
ぐ
予
算
』

　
令
和
4
年
度
は
、
第
二
次
越
前
町
総
合
振
興
計

画
の
後
期
計
画
の
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
見
据
え
て
、
計
画
の
目
標
達
成
に
向

け
、
着
実
に
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
は
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
た
な
目

標
と
課
題
に
も
目
を
向
け
、
課
題
解
決
の
た
め

に
、
積
極
的
に
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
4
年
度
当
初
予
算
を
、

「
未
来
越
前
町
へ
希
望
を
紡
ぐ
予
算
」

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
「
ふ
る
さ

と
越
前
町
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
誰
も
が

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
、
人
に
や
さ
し
く
地

域
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
堅
実
に
推
進
さ
せ
る
予
算
と

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ
１
８
８
億

７
，１
０
５
万
５
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
９
，８
９
２

万
円
の
減
（
０
．５
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
１
１
９
億
９
，８
０
０
万
円

で
、
町
長
選
挙
執
行
に
よ
り
骨
格
予
算
を
編
成
し

た
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
億
９
，８
０
０
万

円
の
増（
２
．５
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
今
年
度
は
4
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
快
適
な
住
環
境
整
備
と
充
実
し
た
受
け
入
れ

体
制
に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進

②
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
包
括
的
な
支
援
の

充
実

③
地
域
産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
定
着
に

向
け
た
環
境
整
備

④
魅
力
あ
る
越
前
ブ
ラ
ン
ド
と
新
た
な
誘
客
戦

略
に
よ
る
観
光
の
振
興

　
主
な
事
業
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

4
つ
の
重
点
施
策
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
接
種
実
施
な
ど
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
や
教
育
・
生
涯
学
習
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
多
様
な
行
政
課
題
や
町

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
施
策
を
着
実
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝
	

個
人
町
民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
町
税

が
１
億
６
，９
０
０
万
７
千
円
の
増

⃝

臨
時
財
政
対
策
債
振
替
額
の
減
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
が
３
億
５
，０
０
０
万
円

の
増

⃝

ふ
る
さ
と
再
生
寄
附
金
の
増
に
よ
り
、

寄
附
金
が
１
億
７
，８
９
０
万
円
の
増

⃝

臨
時
財
政
対
策
債
や
天
王
川
改
修
受

委
託
料
の
完
了
に
伴
う
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
債
（
合
併
特

例
債
）
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町
債
が

３
億
６
６
０
万
円
の
減

一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
119億9,800万円
（性質別）

人件費
20億9,081万5千円
（17.4％）

扶助費
19億2,029万7千円
（16.0％）

公債費
14億1,817万5千円
　（11.8％）

義務的経費
54億2,928万7千円
（45.2％）

投資的経費
6億1,820万5千円
（5.2％）

その他の経費
59億5,050万8千円
（49.6％）

物件費
19億3,010万1千円
（16.1％）

補助費等
25億5,121万8千円
（21.3％）

普通建設事業費
6億1,820万5千円
（5.2％）

繰出金
9億6,574万7千円
（8.0％）

予備費  1,000万円（0.1％）予備費  1,000万円（0.1％）

貸付金  3,500万円（0.3％）貸付金  3,500万円（0.3％）
投資及び出資金  820万円（0.1％）投資及び出資金  820万円（0.1％）

積立金
3億221万円（2.5％）
積立金
3億221万円（2.5％）

維持補修費
1億4,803万2千円（1.2％）
維持補修費
1億4,803万2千円（1.2％）

町税
21億3,208万5千円
（17.8％）

自主財源
38億2,667万9千円
（31.9％）

依存財源
81億7,132万1千円
（68.1％）

地方交付税
52億5,000万円
（43.8%）

分担金及び負担金
1億3,247万3千円（1.1%）
分担金及び負担金
1億3,247万3千円（1.1%）

諸収入
1億2,745万2千円（1.1%）
諸収入
1億2,745万2千円（1.1%）

繰入金
9億4,482万4千円（7.9%）
繰入金
9億4,482万4千円（7.9%）

財産収入
8,181万6千円（0.7%）
財産収入
8,181万6千円（0.7%）

使用料及び手数料
7,802万8千円（0.6%）
使用料及び手数料
7,802万8千円（0.6%）
繰越金
8,000万円（0.7%）
繰越金
8,000万円（0.7%）
寄附金
2億5,000万1千円（2.1%）
寄附金
2億5,000万1千円（2.1%）

地方譲与税
1億3,075万2千円（1.1%）
地方譲与税
1億3,075万2千円（1.1%）

地方消費税交付金
4億3,730万円（3.6%）
地方消費税交付金
4億3,730万円（3.6%）

株式等譲渡所得割交付金
1,570万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,350万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.1％）
利子割交付金
230万円（0.0％）
法人事業税交付金
4,120万円（0.3％）
環境性能割交付金
1,290万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
1,570万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,350万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.1％）
利子割交付金
230万円（0.0％）
法人事業税交付金
4,120万円（0.3％）
環境性能割交付金
1,290万円（0.1％）

国庫支出金
9億8,849万1千円
（8.2%）県支出金

9億5,777万8千円
（8.0%）

町債
3億670万円
（2.6%）

歳  入
119億9,800万円

（％：構成比）

（％：構成比）

会　　計　　名 令和4年度予算額
❶

令和3年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 119億9,800万円 117億円 2億9,800万円 2.5

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 22億3,732万4千円 23億2,206万円 ▲8,473万6千円 ▲ 3.6

介 護 保 険 事 業 23億9,317万5千円 24億1,232万7千円 ▲1,915万2千円 ▲ 0.8

後期高齢者医療事業 3億3,130万7千円 2億8,980万5千円 4,150万2千円 14.3

簡 易 水 道 事 業 3億8,666万4千円 3億7,860万9千円 805万5千円 2.1

公 共 下 水 道 事 業 4億9,206万8千円 5億4,946万4千円 ▲5,739万6千円 ▲ 10.4

集 落 排 水 事 業 2億5,236万1千円 2億5,761万4千円 ▲525万3千円 ▲ 2.0

温 泉 事 業 3,335万6千円 1,652万9千円 1,682万7千円 101.8

農林漁業体験実習館事業 2,508万4千円 2,489万9千円 18万5千円 0.7

土地区画整理事業 3万7千円 847万4千円 ▲843万7千円 ▲ 99.6

小　　　　　計 61億5,137万6千円 62億5,978万1千円 ▲1億840万5千円 ▲ 1.7

事
業
会
計

上 水 道 事 業 3億9,457万1千円 4億3,305万5千円 ▲3,848万4千円 ▲ 8.9

国民健康保険病院事業 3億2,710万8千円 5億7,713万9千円 ▲2億5,003万1千円 ▲ 43.3

小　　　　　計 7億2,167万9千円 10億1,019万4千円 ▲2億8,851万5千円 ▲ 28.6

合　　　　　計 188億7,105万5千円 189億6,997万5千円 ▲9,892万円 ▲ 0.5

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝

平
成
30
年
度
に
借
り
入
れ
た
本
庁
舎
整

備
事
業
や
令
和
元
年
度
に
借
り
入
れ
た

織
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
更
改
事
業

の
元
金
償
還
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
公
債
費
が
１
億
３
，８
３
２
万
円

の
増

⃝

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数
の
増
加
に

伴
い
、
積
立
金
が
１
億
８
，４
８
９
万

円
の
増

⃝

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
、
漁

業
集
落
排
水
な
ど
の
事
業
債
元
利
償

還
金
の
償
還
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴
い
、

繰
出
金
が
１
億
１
，１
３
８
万
６
千

円
の
減

⃝

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
に
よ
る
返
礼
品

費
用
・
送
料
な
ど
の
増
や
、
橋
梁
や

ト
ン
ネ
ル
な
ど
道
路
構
造
物
定
期
点

検
委
託
料
の
増
に
よ
り
、
物
件
費
が

１
億
９
４
５
万
５
千
円
の
増

ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の

予
算
規
模
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3
月
20
日
、
朝
日
地
区
の
河
川
周
辺
で
、
第

48
回
天
王
川
美
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
天
王
川
流
域
で
は
、
近

隣
集
落
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
始
め
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
、
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
空
き
缶
や
空
き
び
ん
な
ど
、
大
量
の
ゴ
ミ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
美
し
い
景
観
、
住
み
よ
い
環
境
を
作
る
た
め

に
、
ゴ
ミ
の
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

第
48
回
天
王
川
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲多くの人に参加していただきました ▲ラ・クリヤ（木造平屋建）

快
適
な
住
環
境
整
備
と
充
実
し

た
受
け
入
れ
体
制
に
よ
る
移
住
・

定
住
の
促
進

⃝
 

移
住
定
住
の
促
進

　

移
住
定
住
の
促
進
の
た
め
、
新
築
住
宅
に

係
る
工
事
費
の
一
部
を
助
成（
住
宅
新
築
・
町

内
業
者
施
工
・
町
産
材
使
用
な
ど
に
よ
り
加
算

助
成
）し
ま
す
。

［
３
，０
０
０
万
円
］

⃝
 

公
共
交
通
の
利
用
促
進

　

従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
う
ち
５
路

線
を
廃
止
し
、
新
た
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
を
開
始
し
ま
す
。［

２
，１
５
９
万
４
千
円
］

⃝
 

冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保

　

除
雪
機
械
の
管
理
や
除
雪
作
業
の
委
託
を

実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
除
雪
車
を
購
入
し
、

冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
除
雪
車
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
除
雪
状
況
の
適
切
な
把
握
に
努

め
ま
す
。

［
１
億
２
，０
３
５
万
４
千
円
］

主
な
事
業

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
　
　

包
括
的
な
支
援
の
充
実

⃝
 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
町

で
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
出
産
育
児
祝
金

を
給
付
し
ま
す
。

［
１
，１
７
０
万
円
］

⃝
 

地
域
医
療
の
推
進

　

織
田
病
院
に
お
い
て
、
計
画
的
な
医
療
機

器
の
更
新
を
行
う
た
め
、
経
年
劣
化
し
て
い

る
洗
浄
器
や
上
部
内
視
鏡
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

な
ど
の
医
療
機
器
を
更
新
し
ま
す
。　
　
　

［
３
，２
３
３
万
２
千
円
］

⃝
 

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
計
画
に

　

 

基
づ
い
た
教
育
の
推
進

　

教
育
の
情
報
化
が
加
速
す
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
改
善
等
を
行
う
専
門
ス

タ
ッ
フ（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
）を
配
置
し
、
質

の
高
い
授
業
を
提
供
し
ま
す
。　

［
７
４
８
万
８
千
円
］

⃝
 

学
校
給
食
の
一
部
無
償
化

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

町
内
の
小
中
学
校
の
給
食
費
の
一
部
（
３
学

期
分
）
を
無
償
化
し
ま
す
。

［
２
，０
２
４
万
９
千
円
］

地
域
産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

と
定
着
に
向
け
た
環
境
整
備

⃝
 

ふ
る
さ
と
越
前
町
の
振
興

　

ふ
る
さ
と
越
前
町
を
応
援
し
た
い
人
や
越

前
町
の
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
人
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

と
い
う
形
で
寄
附
を
い
た
だ
き
、
応
援
い
た

だ
い
た
人
に
地
元
特
産
品
な
ど
を
送
付
し
て
、

地
場
産
品
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

［
７
，５
０
０
万
円
］

⃝
 

農
業
の
振
興

　

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
に
園
芸
産

地
育
成
や
水
田
農
業
規
模
拡
大
お
よ
び
儲
か

る
農
業
経
営
の
支
援
の
た
め
、
農
業
機
械
の

導
入
や
、
越
前
水
仙
の
安
定
し
た
球
根
供
給

の
取
組
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。

［
１
，３
７
７
万
３
千
円
］

⃝
 

越
前
焼
の
継
承
お
よ
び
振
興

　
「
職
人
塾（
実
技
研
修
）」
を
開
設
し
、
越
前

焼
の
技
術
継
承
や
作
陶
を
志
す
塾
生
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
職
人
塾
修
了
生
の
独
立
創

業
と
地
元
定
着
を
支
援
す
る
た
め
、
開
業
す

る
際
の
投
資
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
の
県
内
開
業
に
向
け
、
越
前

焼
の
利
用
・
販
路
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
越
前
焼
産
地
の
振
興
を
図
り
ま
す
。　

［
１
，５
８
０
万
１
千
円
］

魅
力
あ
る
越
前
ブ
ラ
ン
ド
と
新
た

な
誘
客
戦
略
に
よ
る
観
光
の
振
興

⃝
 

重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
継
承

　

重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
国
の
指
定
を
受

け
た
「
越
前
海
岸
の
水
仙
畑　

上
岬
の
文
化

的
景
観
」
を
、
隣
接
市
町
と
連
携
し
な
が
ら

保
存
・
活
用
活
動
を
実
施
し
、
観
光
・
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。［

２
３
０
万
９
千
円
］

⃝
 

北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た

　

 

受
入
れ
環
境
の
整
備

　
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、
増
加
す
る
観

光
客
な
ど
の
新
た
な
宿
泊
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
宿
泊
施
設
事
業
者
が
行
う
施
設
改
修
等
を

支
援
し
、
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

［
３
，５
３
３
万
３
千
円
］

⃝
 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
問
い
合
わ
せ

に
対
し
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

自
動
的
に
答
え
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
ま
す
。

［
１
０
２
万
５
千
円
］

問
合
せ
先　
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
１
１

わたしたちのまちの予算
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
自
宅
で
食
事
を
す
る
機
会
が
増
え
る
中
、
2

月
15
日
か
ら
3
月
4
日
ま
で
町
立
図
書
館
宮
崎

分
館
に
お
い
て
食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
町
食
生
活
改
善
推
進
員
、
町
栄
養

士
、
図
書
館
司
書
が
連
携
し
、
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
レ
シ
ピ
、
減
塩
食
品
、
健
康
に
関
す
る
本
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
来
館
者
か
ら
は
、
毎
日

の
食
事
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
の
声

が
あ
り
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
、
が
ん
ば
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
体
に
や
さ
し
い
お
う
ち
ご
は
ん
」
の

展
示
を
行
い
ま
し
た

　
県
で
は
、
毎
年
「
ふ
る
さ
と
の
日
（
2
月
7

日
）」
に
合
わ
せ
て
、
地
方
自
治
の
振
興
お
よ

び
社
会
福
祉
・
産
業
・
教
育
・
文
化
な
ど
の
発
展

に
貢
献
し
た
人
に
対
す
る
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
町
内
か
ら
次
の
3
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

自
治
振
興
功
労
者

　
𠮷
村　
春
男
さ
ん
（
元
越
前
町
議
会
議
員
）

産
業
振
興
功
労
者

　
福
岡　
啓
二
さ
ん（
元
越
前
町
商
工
会
会
長
）

教
育
文
化
功
労
者

　
上
野　
重
隆
さ
ん

　
（
元
福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
副
会
長
）

　
な
お
、
上
野
さ
ん
は
長
年
の
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
会
長
の
功
績
に
対
す
る
全
国
子

ど
も
会
連
合
会
表
彰
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
県
政
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

　
2
月
、
越
前
地
区
厨
地
係
に
農
林
水
産
業
従

事
者
単
身
用
住
宅
「
ラ
・
ク
リ
ヤ
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
町
内
で
農
林
水
産
業

に
従
事
す
る
若
手
人
材
の
確
保
お
よ
び
定
住
促

進
と
生
活
の
安
定
を
目
的
に
、
一
定
期
間
の
入

居
施
設
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
、
次
世
代
の
担
い
手
を
育
成

す
る
水
産
カ
レ
ッ
ジ
生
な
ど
の
卒
業
生
を
受
け

入
れ
ま
す
。

農
林
水
産
業
従
事
者
単
身
用
住
宅
が
完
成
し
ま
し
た

▲𠮷村さん（左）、福岡さん（中央右）、上野さん（右）▲食生活改善コーナー
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まちの話題をお届けします! えちぜん
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　町では、一般家庭から出る可燃ごみにどのようなごみ
が入っているかを把握するため組成調査を行いました。
　調査の結果、可燃ごみには食品廃棄物が42％含まれ
ており、そのうちいわゆる食品ロスは13.1％でした。
また、リサイクル可能な資源物は35％以上含まれてお
り、そのうちプラスチック製容器包装が11.8％、紙類
が17％、繊維類が6.5％でした（右グラフ参照）。

※調査結果は、今後のごみ減量化の取り組みに役立てていきます。

11  調理くずの削減と水切りの徹底
　組成割合の中では調理くずが最も高く28.9％
含まれていました。一般的に調理くずを含む生ご
みの約80％は水分と言われています。水切りを
行うことでごみの重量が減り焼却炉の負担を減ら
すだけでなく、悪臭対策にもつながります。

22  食品ロスの削減
　食品ロスの大部分は賞味期限や消費期限が切れ
たものです。未利用食品がごみに出されないよう
に、計画的な買い物や賞味期限や消費期限の違い
を正しく理解していただき、食品ロスを未然に防
ぐ対策をお願いします。

33  紙資源物はリサイクルへ
　可燃ごみの中に新聞紙・段ボールを含むリサイクル
可能な紙資源が17％廃棄されていました。紙類全体
の中で雑がみが25.4％の割合を占めています。紙類
はリサイクルできる資源です。分別して資源回収の日
に出してください。「雑がみ」については、下記をご
覧ください。

44  プラスチック製容器包装の適正分別
　プラスチック製容器包装ごみもリサイクルできる資
源です。適切に分別してプラごみの日に出してくださ
い。ラベルの付いたものや汚れがついているものは、
はさみで切ったり洗ったりしてから出してください。
それでも取れない場合は、可燃ごみに出してください。

組成調査から見えてきたこと組成調査から見えてきたこと

食品ロス
13.1％

調理くず
28.9％

プラス
チック類
11.8％

新聞紙・
雑誌等
17.0％

紙おむつ等
15.6％

繊維類
6.5％

可燃その他
7.1％

生ごみ処理容器
　コンポスト容器や密閉バケツを購入した町内
の個人や団体に購入費用の3分の2以内（100
円未満切捨）を補助します。
※商品を購入した後に申請することができます。

電動式生ごみ処理機
　町内の店舗で電動式生ごみ処理機を購入する
町内の個人に購入費用の3分の2以内（千円未
満切捨）を補助します。
※商品を購入する前に申請する必要があります。購入後
の申請は助成対象になりませんのでご注意ください。

生ごみ処理容器と家庭用電動式生ごみ生ごみ処理容器と家庭用電動式生ごみ
処理機の購入費用を補助しています処理機の購入費用を補助しています 　雑がみとは、新聞、雑誌、段ボール以外の防水加工が

なく汚れや匂いなどがついていない
リサイクル可能な紙類のことです。

出し方
①（雑誌類に挟んだ後）紙ひもで十文字に縛って出す
②小さいものは紙袋に入れて中身が出ないように、紙ひも
で縛って出す
※プラスチックの部品がついた紙袋は利用できません
雑がみの例
食品の空き箱、カレンダー、トイレットペーパーの芯など

雑がみに含まれない紙類の例
レシート、ティッシュペーパー、伝票、紙コップなど

雑がみはリサイクルへ雑がみはリサイクルへ

可燃ごみ組成調査を
行いました

詳しい内容は、町ホームページをご覧ください。 問合せ先　住民環境課　☎34‒8708 問合せ先　総務課　☎34‒8700

（行政区順、敬称略）

町と町民の架け橋になっていただく令和4年度の区長が決まりました。
各地区の区長は、次のみなさんです。よろしくお願いします。

新しい区長をご紹介します

地 区 会 長 孝　久　幸　一

地区副会長 荒　木　治　和

地区副会長 重　山　葊　由

区　名 区　長　名

西 田 中 孝　久　幸　一

内 郡 内　藤　英　世

朝 日 佐々木　武　文

上 川 去 齊　藤　重　人

春 日 吉　田　静　夫

岩 開 織　田　清　高

佐 々 生 藤　井　登紀実

宇 田 天　谷　定　幸

気 比 庄 酒　井　和　幸

田 中 宮　永　秀　憲

市 伊　藤　久　幸

乙 坂 清　水　伸　仁

栃 川 梅　下　秀　樹

天 王 木　下　久仁雄

宝 泉 寺 水　島　幸　夫

金 谷 吉　田　善　男

青 野 荒　木　治　和

頭 谷 水　野　　　平

茱 原 爲　國　孝　一

境 野 山　口　利　憲

横 山 八　田　正　仁

牛 越 鈴　木　秀　史

野 末 五　島　　　諭

大 畑 藤　崎　嘉　文

小 倉 安　井　秀　明

葛 野 渡　邉　信　夫

野 田 和　田　　　明

下 糸 生 重　山　葊　由

脇 渡　邉　吉　昭

大 谷 寺 水　島　政　雄

中 野 松　村　弘　幸

上 糸 生 渡　辺　良　治

大 玉 松　田　啓　司

清 水 渡　邉　文　夫

森 渡　邉　俊　之

杖 立 山　内　敦　雄

小 川 野　村　正　一

真 木 木　村　美江子

天 谷 野　村　晴　男

朝　日　地　区
地 区 会 長 武　藤　壽　一

地区副会長 坂　下　直　樹

地区副会長 藤　田　尚　紀

区　名 区　長　名

熊 谷 西　野　良　一

古 屋 前　田　　　稔

増 谷 上　野　重　隆

小曽原大区長 山　内　愼　治

小曽原 第1 古　川　達　也

小曽原 第2 西　村　英　樹

小曽原 第3 辻　本　勇　助

江波 大区長 坂　下　直　樹

江波 第1 川　上　政　英

江波 第2 木　下　幸　星

江波 第3 前　田　延　年

広 野 　　　明　義

蚊 谷 寺 武　田　　　哲

樫津 大区長 武　藤　壽　一

樫津 第1 山　下　　　融

樫津 第2 定　木　　　勉

八田新保 武　藤　　　誠

舟 場 清　水　満　広

八 田 藤　田　尚　紀

陶の谷 総区長 谷　口　 之助

円 満 河　端　宏　幸

上 野 黒　田　　　昇

野 髙　原　　　孝

宇 須 尾 青　山　誠　治

大 谷 佐　藤　精一郎

蟬 口 谷　口　 之助

寺 山　田　　　衛

宮　崎　地　区
地 区 会 長 河　井　文　夫

地区副会長 三　木 　　 実

地区副会長 菱　谷　一　博

区　名 区　長　名

玉 川 橋　本  　　実

血 ヶ 平 森　川　修　一

左 右 小刀称　治　一

梨子ヶ平 滝　本　正　美

梅 浦 熊　坂　英　典

上 瀬 牧　野　正　博

中 筋 伊　藤　和　博

下 側 大　川　一　樹

上 側 畦　地　和　人

鷺 崎 青　柳　隆　治

宿 正　木　茂　行

新 保 三　木 　　 実

城 ヶ 谷 髙　倉　信　一

小 樟 川　上　和　弘

大 樟 貴　田　博　信

道 口 河　邉　隆　三

厨 河　井　文　夫

茂 原 仲　村　隆　雄

白 浜 山　口　良　和

高 佐 菱　谷　一　博

米 ノ 東　　　春　樹

午房ヶ平 嶽　　　 　茂

六 呂 師 石　田　和　也

越　前　地　区
地 区 会 長 駒　野　正　憲

地区副会長 水　嶋　英　雄

地区副会長 山　神　宣　数

区　名 区　長　名

織田大区 駒　野　正　憲

鎌 坂 佐々木　明　彦

北 冨　田　一　茂

東 山　岸　孝　治

高 橋 冨　田　得　夫

辻 佐々木　隆　興

馬 場 林　　　武　治

上 野 水　島　広　之

寺 家 森　下　義　弘

杉 の 花 髙　山　政　信

市 場 水　谷　英　一

堤 河　上　光　幸

平 等 室　田　　　亨

下 河 原 上　坂　慎一郎

矢 倉 奥　田　茂　一

中 水　嶋　英　雄

大 王 丸 宇　野　與市郎

三 崎 佐 々 木　　茂

打 越 林　　　信　雄

四 ッ 杉 向　　　敏　行

下 山 中 中　西　清　治

上 山 中 林　　　行　雄

細 野 渡　邉　良　一

岩 倉 伊　部　雅　俊

笹 川 渡　辺　哲　男

桜 谷 伊　藤　憲　治

山 田 石　田　志　信

赤 井 谷 山　神　宣　数

入 尾 佐々木　増　夫

笈 松 向　　　一　義

萩野の里 和　田　行　雄

脇 谷 佐々木　昌　広

丸 山 宮　﨑　一　夫

西 ヶ 丘 上　田　昌　幸

上 戸 杉　森　孝　行

織　田　地　区
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えちぜん町からのお知らせ



　

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
そ
の
他
の
児

童
、
生
徒
、
社
会
人
の
み
な
さ
ん
が
全
国
大
会

に
出
場
す
る
た
め
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

◦
町
に
住
所
を
有
す
る
人

◦
大
会
実
施
要
項
に
基
づ
き
登
録
し
た
選
手
、  

監
督
、
コ
ー
チ

対
象
と
な
る
大
会

◦
県
大
会
な
ど
の
予
選
会
を
通
過
し
出
場
す

る
、
北
信
越
大
会
規
模
以
上
の
大
会

◦
県
以
上
の
競
技
団
体
で
推
薦
さ
れ
、
代
表
と

し
て
出
場
す
る
北
信
越
以
上
の
大
会

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

越
前
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
雨
田
光
平
記
念
館
で
は「
雨
田
光
平
の
陶
芸
」

と
題
し
て
テ
ー
マ
展
示
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
陶
製
彫
刻
や
絵
付
け
を
施
し
た
花
器
や
茶
碗

を
展
示
し
て
雨
田
の
幅
広
い
作
風
と
、
越
前
焼

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会　
　
期

　
4
月
2
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
祝
日
の
翌
日
（
土
日
の
場
合
の
ぞ
く
）

観
覧
料

　
個
人
１
０
０
円

　
中
学
生
以
下
70
歳
以
上
無
料

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

雨
田
光
平
記
念
館
　
第
1
回
テ
ー
マ
展
示
の
お
し
ら
せ

　

ア
プ
リ
の
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
で
、

納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。
24
時
間

い
つ
で
も
支
払
え
、
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
事
前
に
ア
プ
リ
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る
ア
プ
リ

◦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ

　
請
求
書
支
払
い

◦
支
払
秘
書

◦
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

利
用
で
き
る
町
税
な
ど（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
課
）

◦
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
税
務
課
）

◦
介
護
保
険
料
（
介
護
福
祉
課
）

◦
上
下
水
道
使
用
料
（
上
下
水
道
課
）

◦
住
宅
使
用
料
（
定
住
促
進
課
）

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４‒

８
７
０
６

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
町
税
な
ど
が
納
付
で
き
ま
す

▲ LINEPay
　請求書支払い

▲支払秘書

▲PayPay

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
町
内
の
他
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　
　
間　
4
月
1
日
〜
5
月
2
日

　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

時　
　
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

場　
　
所　
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

　
町
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に
か
か
る
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
ま
た
は
代
理
人

手
数
料　
無
料

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

◦
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

　
顔
写
真
付
き
で
な
い
も
の
は
2
点
以
上
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

◦
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

固
定
資
産
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
口
座
振
替
は
町
税
な
ど
を
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
て
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
口
座
振
替
は
、
廃
止
を
し
な
い
限
り
翌
年
度

以
降
も
自
動
継
続
と
な
り
ま
す
。 

利
用
で
き
る
町
税
な
ど（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
課
）

◦
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
税
務
課
）

◦
介
護
保
険
料
（
介
護
福
祉
課
）

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
健
康
保
険
課
）

◦
上
下
水
道
使
用
料
（
上
下
水
道
課
）

◦
保
育
料
（
子
ど
も
未
来
課
）

◦
住
宅
使
用
料
（
定
住
促
進
課
）

取
扱
金
融
機
関

福
井
銀
行
、
福
井
信
用
金
庫
、
福
井
県
農
業

協
同
組
合
、
北
陸
銀
行
、
福
邦
銀
行
、
北
陸

労
働
金
庫
、
東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

口
座
振
替
日

◦
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料

　
各
納
期
月
末
日
（
12
月
は
25
日
）

◦
上
下
水
道
使
用
料　
毎
月
末
日（
12
月
は
25
日
）

◦
保
育
料
、
住
宅
使
用
料　
毎
月
25
日

※
口
座
振
替
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
と
き
は
、

翌
営
業
日
に
振
替
さ
れ
ま
す
。

※
上
下
水
道
使
用
料
の
み
振
替
日
に
振
替
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、翌
月
15
日
に
再
振
替
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
手
続
き

　
手
続
き
に
は
、
預
金
通
帳
と
通
帳
届
け
出
印
が

必
要
で
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
押
印
し
、
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４‒

８
７
０
６

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は（
公
財
）ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
と
損
害
保
険
会
社
が
協
力
し
た
制

度
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
・
社

会
教
育
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
含
め
た

団
体
活
動
と
往
復
中
の
傷
害
事
故
、
賠
償
責
任

事
故
な
ど
が
補
償
の
対
象
で
す
。

　
万
が
一
に
備
え
て
、
団
体
員
や
指
導
管
理
者

の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
手
続
き
は
、
令
和
5
年
度
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入（
ス
ポ
あ
ん
ネ
ッ
ト
）

に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
た

め
に
も
令
和
4
年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
加
入
手
続
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

保
険
期
間　
4
月
1
日
～
翌
年
3
月
31
日

掛　
　
金　
年
額
８
０
０
円
～
１
，８
５
０
円

※
活
動
内
容
や
年
齢
に
よ
っ
て
、
加
入
区
分
と

掛
金
が
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

小さな掛金、大きな補償

保険期間

令和4年4月1日午前0時から
令和5年3月31日午後12時まで

保険内容

詳しい保険の内容は、
ホームページなどをご覧ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

加入対象者 補償対象となる団体・グループ活動

子ども

加入区分・掛金

（中学生以下）

※

子ども
（中学生以下）

※
全年齢

大人
（高校生
以上）

大人
（高校生
以上）

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象

スポーツ活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

危険度の高いスポーツ（指導・審判を含む）

●スポーツ活動中の事故は補償の対象外です。

●A2区分で対象となる活動も補償されます。

文化活動 ボランティア活動 地域活動

文化活動 ボランティア活動 地域活動
準備・片付け・応援・団体員の送迎

年間掛金
（1人当たり）

A1

A1

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象C

区分の補償となる団体活動
に加え、個人活動も対象B

AW

A2

D

800円

1,850円

1,200円

800円

1,450円

4,850円

5,000円

11,000円

C
64歳以下

CW
64歳以下

BW
65歳以上

B
65歳以上

加入区分

年間掛金には、制度運営費（10円）が含まれます。※特別支援学校高等部の生徒を含みます。
（注）C・B・CW・BW区分の年齢の判断は「令和4年4月1日」を基準とします。

WEB加入限定

WEB加入限定

（
個
人
活
動
補
償
型
）

ワ
イ
ド
コ
ー
ス

だれでも かんたんに 便利に 使いやすく
全面リニューアル！！

スマホにも対応

コンビニ、Pay-easyでお好きな
時間に掛金が支払えます。

スムーズな掛金支払い

前年度名簿を利用して加入手続
きが行えます。

次年度の手続きがラク

加入手続の履歴を一元管理。傷害
保険の事故通知もできます。

履歴管理、事故通知も ス
ポ
あ
ん
ネ
ッ
ト 

▼

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
は
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
入
山
の
際
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
山
前
に
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
、
危

険
な
場
所
に
は
近
付
か
な
い

　
県
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
福
井
ク
マ

情
報
」
で
出
没
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
出

没
地
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
マ
の
活
動
が
盛
ん
な
朝
夕
は
入
山
し
な
い

●
悪
天
候
の
日
に
は
特
に
注
意
す
る

　
雨
や
風
の
音
で
ク
マ
も
人
の
気
配
に
気
付
か

ず
、至
近
距
離
ま
で
接
近
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
携

帯
し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

●
小
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る

　
子
グ
マ
の
近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い
ま
す
。

子
グ
マ
に
不
用
意
に
近
付
く
と
、
母
グ
マ
は
子

グ
マ
の
危
険
を
感
じ
て
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
山
菜
取
り
は
周
囲
を
十
分
注
意
す
る

　
山
菜
は
ク
マ
の
好
物
で
す
。
山
菜
の
多
い
と

こ
ろ
に
は
ク
マ
が
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
足
跡

や
フ
ン
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
、
農
林
水
産
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

冬
眠
明
け
の
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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越
前
町
交
通
指
導
員
会
は
、
交
通
事
故
か
ら

町
民
を
守
り
、
安
全
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
21
人
の
指
導
員
が
街
頭
で
の
指
導
や
交

通
安
全
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　
若
干
名

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◦
町
内
在
住
で
、
年
齢
18
歳
以
上
75
歳
未
満

◦
普
通
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

◦
法
令
を
遵
守
し
、
健
康
で
交
通
安
全
に
熱
意

が
あ
る
人

活
動
内
容

◦
児
童
生
徒
の
登
校
時
間
帯
や
薄
暮
時
に
お
け

る
主
要
交
差
点
で
の
通
学
指
導
及
び
交
通
安

全
の
確
保
。（
毎
月
2
～
4
回
程
）

◦
町
内
の
小
中
学
校
な
ど
で
の
交
通
安
全
教
室

や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
。

（
随
時
）

謝　
　
礼　
年
額
６
５
，
０
０
０
円

待　
　
遇

　

町
が
委
嘱
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
、

制
服
な
ど
の
貸
与
及
び
保
険
の
加
入
。

任　
　
期　
原
則
2
年
（
再
任
制
度
あ
り
）

選
考
方
法

　
各
地
区
交
通
指
導
員
隊
長
か
ら
の
推
薦
状
に

よ
る
書
類
選
考
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
て
、
町
が
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
所
得
を
審
査
し
、

準
要
保
護
児
童
生
徒
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場
合
、

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
等
の
一
部
、
学
校
給

食
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
学
校
で
申
請

書
を
受
け
取
り
記
入
後
、
必
要
書
類
を
添
付
し

各
学
校
長
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
の

途
中
で
家
庭
環
境
が
変
わ
っ
た
場
合
等
、
い
つ

で
も
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

就
学
援
助
費
支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

　
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和

2
年
4
月
1
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を

受
け
る
人（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖
父
母
⑷
兄
弟

姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
生
計
関
係
や
基
準
日

に
お
け
る
遺
族
以
外
の
者
と
の
婚
姻
関
係
の
有

無
な
ど
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
上
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

問
合
せ
先

朝
日
地
区　
障
が
い
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
3

宮
崎
地
区　
宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

７
７
１
１

越
前
地
区　
越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

７
７
１
１

織
田
地
区　
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

７
７
１
１

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

～
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
～

　
町
で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
す
る
令
和
4

年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
4
月
1
日
㈮
〜
28
日
㈭

募
集
職
種　
放
課
後
児
童
支
援
員

　
勤
務
地
、
雇
用
期
間
、
勤
務
時
間
、
報
酬
な

ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

会
計
年
度
任
用
職
員（
児
童
ク
ラ
ブ
勤
務
）の

募
集
に
つ
い
て

　
令
和
4
年
6
月
か
ら
、
児
童
手
当
制
度
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。
受
給
者
へ
は
後

日
通
知
し
ま
す
の
で
、必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

改
正
内
容

①
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
︒

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
受
給
者
は

引
き
続
き
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
い
る
人

◦
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
住
民
票
を

越
前
町
に
置
い
て
い
な
い
人

◦
支
給
対
象
児
童
の
住
民
票
や
戸
籍
が
な
い
人

②
所
得
上
限
額
が
新
設
さ
れ
ま
す
︒

　
一
定
所
得
以
上
の
受
給
者
へ
は
、
令
和
4
年

6
月
分
（
令
和
4
年
10
月
支
給
分
）
か
ら
手
当

が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
所
得
上
限
額
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
変
更
届
が
追
加
で
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　
次
の
変
更
が
発
生
し
た
場
合
に
、
新
た
に
変

更
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
配
偶
者
の
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

◦
受
給
者
の
加
入
し
て
い
る
公
的
年
金
が
変

わ
っ
た
と
き

◦
離
婚
、
婚
姻
な
ど
に
よ
り
配
偶
者
の
有
無
が

変
わ
っ
た
と
き

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

結婚・出産・子育て支援について
　町では、少子化対策推進のため、結婚や出産、子育てに対する切れ目のない支援に取り組んでいます。令和4年度
からは新規事業として、新婚世帯の経済的負担を軽減するため、住宅取得などの夫婦支援事業を実施します。

これらの制度の他にも、支援や補助を行っています。お気軽にご相談ください。

事　業　名 結婚新生活支援事業 Ｕ25夫婦支援事業

事業について
新婚世帯の住宅取得などに係る費用を

上限30万円まで支援します。
持ち家住宅新築促進事業との併用はできません。

新婚世帯に対し、新生活のスタート
アップのため10万円を支給します。

対　象　者 令和4年1月1日以降に婚姻届が受理され、町内に居住されている新婚世帯

対象者の婚姻日
における年齢 夫婦の双方が39歳以下 夫婦の双方が39歳以下、

かつ双方または一方が25歳以下

対 象 条 件

1. 夫婦の直近の合計所得額が400万円未満であること
　（※貸与型奨学金を返還している場合は、所得から年間返済額を控除します。）
2. 過去に他自治体で各補助金と同様の趣旨による給付を受けていないこと
3. 町税等の滞納がないこと

対 象 経 費

住宅取得費　住居の購入費、建築費
リフォーム費　修繕費、工事費
住宅賃借費　賃料、敷金、礼金、共益費、
　　　　　　　仲介手数料
一部対象外となる場合があります。

新生活のスタートアップにかかる費用
（例：引っ越し費用、住宅賃借費用、
  　 家具・家電の購入・設置費用）

添 付 書 類

婚姻受理証明書、所得証明書、完納証明書
次の場合は追加で書類が必要となります。
◦貸与型奨学金を返済している場合…奨学金返還証明書、通帳などによる返済額が確認できる書類
◦夫婦の双方または一方が無職の場合…離職日が分かる離職証明書の写し

◦対象経費の確認が取れる資料の写し
◦支払ったことの分かる領収書などの写し
◦夫婦の勤務先から住宅手当を受給している
場合や、生活保護による住宅扶助や公的扶
助を受けている場合、給与明細の写しまた
は住宅手当支給証明書　　　　　　　 など

支払ったことの分かる
領収書などの写し

 結婚支援に関して

結婚祝品
婚姻後3か月以内に町に居住し、3年以上定住する意思のある夫婦に
越前町商工会商品券2万円分を支給しています。
婚姻届を提出した自治体で受理証明書を取得し、越前町に提出してください。

 出産・子育て支援に関して

出生祝金

出生児が第1子・第2子であれば、1人に対し3万円
出生児が第3子以降であれば、1人に対し30万円の祝金を給付します。
支給対象者は、対象児童の保護者かつ次のいずれかの条件を満たす人
◦児童の出生日以前に1年以上町内に居住されている人
◦児童の出生日後に1年以上町内に居住予定である人

チャイルドシート
購入費補助金

6歳未満の幼児1人に対し1台、購入金額（税込み価格）の1/3を助成します。
ただし、助成金額は1万円が上限となります。
購入日から1年以内に、領収書、説明書・保証書を添付して、申請してください。

※出生児記念品事業は令和3年度をもって終了します。申請がお済みでない場合は、4月28日（木）までにご提出ください。

問合せ先　子ども未来課　☎34‒8725

越前町
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多世帯同居住まい推進事業
　現在、住んでいる住宅の多世帯同居につなが
る改修工事を行う場合に、工事費の一部を補助
します。

対象住宅 	 間取りの変更、バリアフリー化、台
所・浴室などの改修を県内業者が施
工する一戸建て住宅
※住宅（母屋）のはなれの新築（敷

地内増築）も対象になります。

補助金額 	 最大60万円

福井の伝統的民家活用推進事業
　伝統的民家の外装改修工事にかかる費用の一
部を補助します。

対 象 者 	 次の全てに該当する住宅
◦県から「ふくいの伝統的民家」と

して認定を受けた住宅
◦耐震診断・改修プランの作成を

行った住宅
◦外観の改修、構造体の改修、住宅

に付属する土蔵の外観や門、塀の
改修などを行う住宅

◦伝統的民家群保存活用推進地区
（乙坂、天王、宝泉寺、内郡、岩開、
佐々生、宇田、江波、中、梨子ケ
平地区の一部）にある住宅

補助金額 	 最大300万円

危険ブロック塀除去事業
　避難路に面した倒壊の危険性があるブロック
塀の除却または建替えにかかる費用の一部を補
助します。

対 象 者 	 危険ブロック塀の所有者

対象工事 	 避難路（住宅等から避難所等へ至る
私道を除く経路）に面する危険ブ
ロック塀の除却または建替え

補助金額 	 ①除却の場合　最大20万円
②建替えの場合　最大40万円

木造住宅耐震化
　耐震診断や補強プランの作成、耐震改修にか
かる費用の一部を補助します。

①一般診断　耐震診断・補強プラン作成
（在来軸工法等で建てられた一般的な住宅向け）
対 象 者 	 昭和56年5月以前に着工された一

戸建ての木造住宅
個人負担額 	 1万円

②伝統診断　伝統耐震診断・補強プラン作成
（伝統的構法で建てられた住宅向け）
対象住宅 	 伝統的構法で建てられ、かつ建設後

50年が経過した一戸建て木造住宅

個人負担額 	 24,200円
（床下調査は別途費用がかかります）

③耐震改修
対象住宅 　◦耐震診断・補強プラン作成を行っ

た住宅で、診断の結果、上部構造
評点が1.0未満となる住宅

◦改修後の上部構造評点が1.0以上
となる住宅。

◦工事監理を、福井県木造住宅耐震
診断士が行う住宅。

補助金額 	 最大120万円
※伝統的構法によるものまたは終戦

前の地域の伝統的民家の意匠を基調
とした住宅については最大190万円

住まい支援の補助制度
住宅改修・リフォームをお考えの人へ

　募集は4月4日（月）から開始します。必
要書類がすべてそろった方から受付します。
申込件数が予算枠に達した場合は受付終了
となりますのでご了承ください。
　なお、いずれの事業も、定住促進課と事
前協議を行った上、申請してください。協
議の結果、対象とならない場合があります
のでご了承ください。

補助を受けるための注意点補助を受けるための注意点

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

　　　　　持ち家住宅新築促進事業
　新築住宅を取得するための費用の一部を助成し
ます。
対 象 者 	 ①満39歳以下

②対象住宅の所有権を1/2以上有する
③5年以上定住する
など全ての要件を満たす者

対象住宅 　 ①対象者自らが居住
②居住部分面積が延床面積の1/2以上

かつ50㎡以上
③新築住宅（建築完了から1年以上経

過していない）など全ての要件を満
たす住宅

※ R4.4.1以降に工事請負契約（新築住
宅の場合）または売買契約（建売住宅
の場合）をした住宅が対象となります。

※結婚新生活支援事業との併用はで
きません。

助成金額 	 一律30万円

　　　　　地域経済活性化促進事業
　町内建築業者により新築された住宅の取得費用
の一部を助成します。

対 象 者 	 結婚新生活支援事業または持ち家住
宅新築促進事業のいずれかに該当す
る者

対象住宅 	 越前町内建築業者の施工により新築
した住宅

助成金額 	 一律50万円

　　　　　地域産材活用促進事業
　町産材等を使用した住宅の材料費の一部を助成
します。
対 象 者 	 結婚新生活支援事業または持ち家住宅

新築促進事業のいずれかに該当する者
対象住宅 	 越前町産材を活用して新築した住宅
助成金額 	 ①と②を合算した金額

①越前町産木材を使用した場合

　20万円

②町内で製造された越前瓦を使用し
た場合

住まい支援の補助制度
新たに住宅を取得する人へ

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

　　　　　分譲地定住促進事業
　町が分譲する上野田分譲地、ひまわりの里分譲地
に土地を購入し、新築し居住する者を支援します。
対 象 者 　①上野田分譲地、ひまわりの里分譲地

を購入した者
②土地契約売買日から2年以内に新築

し居住する者
助成金額 　①分譲地購入支援（越前町に永住を希

望し、自家用住宅の建築を目的に土
地を購入された人）
土地購入費の5%
分譲地を購入後、さらに分譲地を購
入する場合15%

②早期新築支援（2年以内に床面積
100㎡以上の自家用住宅を新築され
た人）
土地購入費の10％か30万円のいず
れか高い額、町内業者施工の場合は
土地購入費の15％か50万円のいず
れか高い額を加算
越前町産木材を使用した場合1㎥あ
たり2万円（最大20万円）
町内で製造された越前瓦を使用した
場合20万円

③子育て支援（転居日に児童を扶養し同
居する人、町内からの転居者は半額）
義務教育就学前児童10万円 /人
義務教育就学後児童5万円 /人

※持ち家住宅新築促進事業との併用
はできません。

※町内建築業者…町内に事務所もし
くは営業所を持つ法人または町内で
営業する個人事業者

※町産材等…町内で伐採された原木
を加工した木材または町内で製造さ
れた越前瓦

拡充 新規

新規

新規
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　空き家・空き地情報バンク制度とは、空き家や空き地の賃貸・売却を希望する
所有者から登録された情報を、町のホームページで公開し、定住・住み替えなど
で空き家や空き地の利用を希望する人に提供するものです。
　町内に「貸したい、売りたい」という空き家や空き地をお持ちのみなさん、
ぜひ空き家・空き地情報バンクへの登録をお願いします。

貸 借

②物件確認

③仲介業者の
　選定依頼

④業者の募集

情報交換

⑤媒介契約

⑨契約の締結

⑦問合せ

①物件登録申請
⑥ホームページで
　情報提供

⑧連絡調整・交渉

越前町
空き家・空き地
情報バンク

福井県
宅建協会

宅地建物取引業者
（仲介業者）

空
き
家
・
空
き
地
所
有
者

（
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人
）

空
き
家
・
空
き
地
利
用
希
望
者

（
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人
）

空き家・空き地情報バンク利用上の注意事項
■	登録申込みいただいた物件は、（公社）福井県宅地建物取引業協会と町が現地調査し、空き家・

空き地物件と認められた場合、「越前町空き家・空き地情報バンク」に登録します。

■	契約交渉は（公社）福井県宅地建物取引業協会の媒介業者が仲介を行い、成約となった場
合には宅地建物取引業法に基づく仲介手数料が発生します。詳しくは、町ホームページを
ご覧ください。

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

空
き
家・空
き
地
情
報
バ
ン
ク

空
き
家・空
き
地
情
報
バ
ン
ク
にに

物
件
を
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！

登録から成立までの流れ
●❶	空き家及び空き地所有者が町へ、空

き家・空き地情報バンク登録の申請
を行います。

●❷	町が物件の確認を行います。
●❸	町は、公益社団法人福井県宅地建物

取引業協会へ仲介業者の選定を依頼
します。

●❹	公益社団法人福井県宅地建物取引業
協会は、会員から仲介業者を募集し
ます。

●❺	仲介業者は、物件を調査し、売却、賃
貸の条件等について空き家及び空き
地所有者と協議し、空き家及び空き

地所有者と仲介業者で媒介契約を締
結します。

●❻	町は、媒介契約が済んだ物件に問題
がなければ、空き家・空き地情報バ
ンクに登録し、ホームページで情報
を提供します。

●❼	空き家・空き地利用希望者は、ホーム
ページで物件を選んでいただき、町
または仲介業者へ問合せします。

●❽	仲介業者は、空き家・空き地利用希望
者と連絡調整の上、交渉を行います。

●❾	当事者間の合意により契約します。

空き家住まい支援事業
　空き家情報バンク登録物件を購入または賃借
する場合に、購入や改修にかかる費用の一部を
補助します。

対 象 者 	 空き家情報バンク登録物件を賃借す
る移住者、子育て世帯、新婚世帯等

対象経費 	 対象住宅の購入費用、対象住宅の改
修費用（全部または一部の修繕、補
修、模様替え、補強工事、更新工事
など）

補助金額 	 対象経費の1/3（最大30万円）
※借入金利が5年間0.25% 引き下

げられる制度（【フラット35】地
域連携型）が利用できます。

空き家居住家賃支援事業
　空き家情報バンク登録物件を賃借する場合に、
家賃の一部を補助します。

対 象 者 	 空き家情報バンク登録物件を賃借す
る移住者、子育て世帯、新婚世帯等

補助金額 	 家賃の1/2（最大2万円 / 月）
※管理費、駐車場代は対象外です。

期 間 	 1年間
（支払いは年1回になります）

空き家活用支援事業
　空き家情報バンク登録物件を、地域活性化を
目的とする施設や事業所に改修して活用する個
人や法人に対し、購入や改修にかかる費用の一
部を補助します。

対 象 者 	 空き家情報バンク登録物件を、地域
活性化を目的とする施設や事業所に
改修して活用する個人または法人

対象経費 	 対象住宅の購入費用、対象空き家の
改修費用

（内装改修、外壁改修、水回りの改
修など）

補助金額 	 対象経費の2/3
①購入（最大100万円）
②改修（最大100万円）

空き家片付け支援事業
　空き家情報バンク登録物件に残存する家財道
具等の片付けにかかる費用の一部を補助します。

対 象 者 	 空き家所有者等

補助金額 	 対象経費の1/2（最大10万円）

空き家診断促進事業
　空き家診断費用の一部を補助します。

対 象 者 	 空き家所有者等

補助金額 	 診断費用の2/3（最大3万5千円）
※診断は1つの住宅につき1回

空き家等除却支援事業
　老朽化した空き家を解体する場合に、その費
用の一部を補助します。

対 象 者 	 空き家所有者等

対象住宅 	 老朽化した空き家
（事前調査により対象と判定された
空き家に限る）

補助金額 	 対象経費の1/2（最大100万円）

空き家適正管理促進事業
　空き家の管理代行サービスを利用する者に対
して、管理代行サービスにかかる費用の一部を
補助します。
対 象 者 	 空き家所有者など
対象住宅 	 越前町内の一戸建て住宅

※ただし、将来的に再利用すること
が予定されている空き家や、不動
産業者等が対価を得て管理を行っ
ている空き家は対象外となります。

対象経費 	 管理代行サービス（外観調査を継続的に
行うことが必須）の利用に要した費用
※福井県空き家管理代行サービス事

業登録者が実施するサービスのみ
が対象となります。

補助金額 	 対象経費の1/2（最大3万6千円/年）
※補助対象期間は最長3年間（36か

月間）とします。

空き家対策の補助制度

新規
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強い人心構えがぶれないね	 林　栄美子
　　子や孫に囲まれ余生気強いね	 嵐　喜美枝川 柳コロナ禍を屁とも思わぬ強い母	 笹下　利行

　　強い母一家支える屋台骨	 渡辺　照子川 柳

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  2月16日〜3月１５日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

令和３年度　高佐隧道補修工事 高 佐 8,470,000 ㈱大生 建 設 課

令和３年度　町道本通線道路舗装補修工事 西 田 中 5,043,280 ㈱木原
丹生営業所 建 設 課

令和３年度　茱原地区農地災害復旧工事（4230-3014） 茱 原 3,925,900 ㈱森下組 農林水産課
令和３年度　横山中継ポンプ場制御盤取替工事 横 山 2,849,000 越前電気㈱ 上下水道課

令和３年度　公共下水道光ヶ丘中継ポンプ場制御盤取替工事 朝 日 3,630,000 荏原商事㈱
福井支店 上下水道課

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

消防署からのお知らせ

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

問合せ先   ふるさと納税室　☎34-8714

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！第12回

左手拳の親指側を左手拳の親指側を
右手拳の小指側で右手拳の小指側で
2回たたく2回たたく

作る

立てた右手人差指立てた右手人差指
を口元から前へを口元から前へ
出す出す

言う

掌を上に向けた掌を上に向けた
左手から右手左手から右手
2指を口へ運ぶ2指を口へ運ぶ

左手掌につまんだ左手掌につまんだ
右手2指で文字を右手2指で文字を
書くしぐさをする書くしぐさをする

食べる

書く

山火事に注意山火事に注意

山火事予防  4つ  のポイント
❶乾燥・強風注意報や火災気象通報発令中には、たき火や
火入れをしない。
❷キャンプなどでの火気の使用中はその場を
	 離れず、使用後は完全に消火すること。
❸たばこの火は必ず消し、吸い殻は適切に
処理する。
❹火遊びをしない、させない。

　山火事は全国各地で春に多く発生しています。枯れ草が地面に積もり、空気
が乾燥し、強風が吹くなど、火事が発生しやすい気象条件であるためです。
　また、この時期には山菜採りやハイキングなどで入山者が増加することによる人為的な原因での火事
も起こります。昨年2月下旬に栃木県足利市で発生した山火事は23日間も燃え続け、被害面積は約167
ヘクタール（東京ドーム約35個分）にもおよび、入山者によるたばこの不始末が原因として推定され
ています。
　山火事を予防するために、次のことに注意しましょう。

たき火
30.2％

その他
38.5％

火入れ
17.5％放火

疑い
8.7％

たばこ
5.1％

林野火災
原因別発生割合
（平成27～令和元年）

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
朝日分遣所　☎34‒0119
越前分遣所　☎37‒0119
http：//www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

鯖江警察署からのお知らせ 問合せ先    鯖江警察署　☎52‒0110

●駐在所の電話が廃止になります
4月1日以降、駐在所に直接お電話いただいても
つながりませんのでご注意ください。ご用の際は、
鯖江警察署にご連絡ください。緊急の場合は「110
番」、相談は「＃9110」をご利用ください。

●糸生駐在所の業務再開について
昨年4月の火災以降、みなさんには多大なるご心
配、ご迷惑をおかけしておりましたが、再建した
駐在所にて4月より業務を再開します。なお一層
管内の治安維持に努めてまいります。

販路開拓にふるさと納税を活用してみませんか？
　ふるさと納税制度により本町へ寄附をいただいた寄附者へのお礼の品として贈呈す
る商品やサービスを提供していただける事業者を募集しています。また、事業者登録
をしたいけどやり方がわからない、興味があるけど踏み込めないなど、疑問やお悩み
をお持ちの事業者向けに新規募集説明会を開催します。
　関心のある人は、法人、個人問わずご参加ください。

ふるさと納税協力事業者
●対象事業者
町内に本社、支社、事業所、工場を有する事業
者（個人、法人問わず）など
●対象返礼品
①町内で生産、製造、加工、栽培されたもの
②町内の原材料を主に使用したもの
③町内で提供される体験やサービスで、町の
魅力が伝わるもの

●メリット
①商品等は「返礼品」として、ふるさと納税ポータルサイト
（ふるさとチョイス／楽天ふるさと納税／三越伊勢丹ふる
さと納税／G-Call）に掲載料なしで返礼品情報を掲載。

②返礼品代（消費税・梱包費用を含めた金額）および送料は
町が負担（委託業者を通してお支払いします）。

③返礼品発送時にPRチラシを同封し、事業者名、商品など
のPRが可能。

―ふるさと納税協力事業者の募集説明会の開催について―

町内事業者のみなさんへ！

	4月14日（木）	午後2時〜 4時  越前町生涯学習センター 2階 会議室
15日（金）	午後2時〜 4時  越前コミュニティセンター 2階 大会議室

日時
場所
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強がりも通用しないギクリ腰	 松村　典子
カーナビが見知らぬ遠い路を指す	 武藤　久子川 柳

陶芸村だより 2022年

4月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報
問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前焼の館　イベント情報
問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

日本の春を象徴する「さくら」をテー
マに、越前焼をはじめとする伝統工
芸品を中心に、ウキウキ・ワクワク
するような雑貨小物など、柄・形・
色が「さくら」を基調とした、かわ
いい！ SAKURA を集めた展示会。

春は出会いと別れの季節。越前焼
に気持ちを託して贈りませんか。
普段使いの器たちをギフト用にセ
レクト。贈る楽しみがいっぱいの
スペースです。

越前の伝統的な焼締め作品か
ら、カラフルなやきものの心と
きめく作品まで、25窯元の個
性豊かな越前焼の作品展。窯元
のプライドをかけた「ものづく
り」が集結します。

日　時	 4 月1日（金）～
6 月26日（日）

場　所	 越前陶芸村文化交流会館
ロビー

時　間	 9：00～17：00
（最終入館は16：30）

料　金	 入館無料

期　間	 3 月10日（木）～
5 月10日（火）

日　時	 4 月1日（金）～
5 月29日（日）

場　所	 越前陶芸村文化交流会館
ロビー

時　間	 9：00～17：00
（最終入館は16：30）

料　金	 入館無料

SAKURA COLLECTION

ギフトコレクション
NOMU-HAMU展 

越前焼窯元展越前焼窯元展

しだれ桜のもとでアフタヌーンティーしだれ桜のもとでアフタヌーンティー

大森正人陶展 「新たなる陶芸の世界」大森正人陶展 「新たなる陶芸の世界」

期　日	 4 月3日（日）
時　間	 11：00～、14：00～
所要時間	 2 時間
場　所	 越前古窯博物館

旧水野家住宅

料　金	 1 名あたり 2,500円
定　員	 各回 6 組
　　　　（1 組 3 名まで）

事前予約優先

期　日	 4月2日（土）・3日（日）
時　間	 10：00～、14：00～
所要時間	 1 時間30分
場　所	 福井県陶芸館	

陶芸教室

料　金	 1 名あたり2,000円
定　員	 各回10組
　　　　（1 組 3 名まで）

事前予約優先

期　間	 4 月2日（土）～
24日（日）

時　間	 9：00～17：00
　　　　（最終入館16：30）
場　所	 福井県陶芸館

越前焼セレクトショップ
Clays

料　金	 観覧無料

古民家の一本桜を眺めながら、越前焼の春の小皿に盛り付けられた、和
洋菓子や軽食など「春の5種セット」をお楽しみいただけます。お友達や
ご家族とゆったり春のひと時をお過ごしください。

越前焼の粘土で妖怪を作ってみよう。古くから伝わる妖怪、自分が考えた
オリジナル妖怪など、想像を膨らませて制作しよう。講座で作った作品で
妖怪コンテストを開催（5月下旬）。入賞者には妖怪グッズプレゼント！

金津に工房を構える大森氏の個展を初開催します。今回の個展ではそば
殻を使用した炭化焼成によって生み出される新感覚越前焼に挑戦されて
おり、大森氏の新たな表現手法の作品をご覧いただけます。

会　期 	 4 月30日（土）～ 5 月16日（月）

内　容 	 ⃝プラントピアの植物写真展
植物園園内の案内看板を一新しました。看板でもとりあげ
た植物をはじめ、プラントピアで見られる四季折々の植物を
写真で紹介します。
時　間　午前 9 時～午後 5 時
場　所　植物館 1 階　第 1 研修室

⃝親子で楽しむクラフト作り 『ミツバチマーチ』
カラフルに彩られた木の実やドライフラワーを使って、杉板

（約13㎝）に可愛く飾り付けます。
時　間　午前 9 時～午後 3 時
場　所　植物館 1 階　休憩室
参加費　500円（別途入園料が必要です）
申込み　お電話にてお申し込みください。
　　　　※材料がなくなり次第終了となります。

⃝春リース作り『小さないちごの世界』
春色に彩られた木の実やドライフラワーを使って、リース

（約20㎝）を作ります。植物園で春を感じながらリース作り
を楽しみましょう。
時　間　午前9時～午後3時
場　所　植物館１階　休憩室
参加費　1,000円（別途入園料が必要です）
対象年齢　10歳～
　　　　（グルーガンを使用するため年齢制限しています）
申込み　お電話にてお申し込みください。（先着20人）

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

草木が芽吹き、花が咲く季節になりました。当園では、ゴールデンウィーク期間中に写真展や
季節のクラフト作りを行います。植物に親しみながら春の植物園をお楽しみください。

春らんまん 心弾む プラントピア

　日本植物園協会では、植物園活動を推進するため、毎年5月4日（みど
りの日）を「植物園の日」と定めています。
当園では、植物講座を行います。

日　時 	 5 月 4 日（水）　午前 9 時～午後 5 時

内　容 	 ⃝園長と歩く「春の植物観察」
松本園長によるスライド講演と園内観察です。
スライド講演　時間　午前10時～10時30分
園内観察　時間　午前10時30分～正午（小雨決行）
　　　　　定員  30人

植物園の日

event information

プラントピア春のイベント情報
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今の世は宇宙旅行を夢見てる	 山内　千代
いざとなりゃ母は強くもなるのです	 山谷　ゆり川 柳会いたいな話したかったもう少し	 司辻　文子

遠い山近くの山々春を待つ	 向当みつ子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第74回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　各種コンクールで数々の入賞歴を持つ丹生高校写真部
の写真展を、今年も開催します。今回のテーマは「Nyu 
season」と題し、福井県の身の回りの四季の写真を展示し
ます。高校生の純粋な目と瑞々しい感性で写したレベルの
高い作品が並びます。
　毎年、町内外から多くの入場者がある写真展です。ご家
族お揃いでご来場ください。

会　期 	 4月28日まで
（休館日　4月4、11、18、25日）

時　間 	 午前10時～午後5時30分

場　所 	 越前町立図書館　2階ホール

第9回 丹生高校写真部 写真展

令和4年度の「健康診査・がん検診」が始まります
　今年度の健康診査・がん検診（以下「けんしん」）の対象となる人に、ピンク色の封筒で受診券をお送りします。
受診券が到着次第、ご利用いただけますので、ご自身の健康管理のため、ぜひお受けください。
　けんしんは、国が定めた精度の高い検査です。法律で基本的な検査項目が定められています。受診券を利用するこ
とで費用が安く受けられますので、ぜひご利用ください。
　今年度から、国民健康保険加入者で65歳以上の人は、特定健診の自己負担金が1,000円になりました。

集団検診について（予約制）

　令和4年度の集団検診は5月24日から実施します。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、集団検診は完全予約制です。手指消毒やマスクの着用など感染症対策に
努め実施します。けんしん申込者には来場時間を記載し、別途案内通知をお送りします。
　QR コードからお申込みいただけますのでご利用ください。　　

個別検診について（予約制）

　個別検診については、各医療機関へご予約・お問合せください。

人間ドックについて
　越前町国民健康保険、後期高齢者医療保険の被保険者を対象に、人間ドックの受診費用を助成します。
人間ドックは任意の検査です。受診費用の助成金は、1年度で1人につき上限28,000円、受診回数は1
回です。人間ドックの受診を希望する人は、4月1日（金）から12月16日（金）（平日 午前8時30分〜
午後5時）までに健康保険課で申込みください。申込みは先着順です。お電話で仮予約を受付けます。

■人間ドック助成対象者

❶30歳以上の国民健康保険の加入者
　（平成5年4月1日以前生まれ）
❷後期高齢者医療保険の加入者
　上記①・②のいずれかの人で、国民健康保険税と後期高齢者
医療保険料をすべて納めている世帯の人が対象です。

※注意事項※
◦特定健診またはヤング健診または長寿健診と、人間ドックの両方は受診できません。
◦受診日に職場の健康保険などに加入しているときは、人間ドック受診費用の助成を受けることができ

ません。後日加入していることが判明したときは、助成金を町へ返還していただきます。

■申請時に必要なもの
国民健康保険証または後期高齢者保険証、健康診査・がん検診受診券（４月下旬送付予定）
※上記の指定健診機関以外で受診された場合や、ご自身で予約・受診した場合にも費用補助がありま

す。詳しくはお問合わせください。

■人間ドック指定健診機関と受診費用
指定健診機関 受診費用 助成後の自己負担金 基本の検査内容

織田病院 36,700円 8,700円 ◦特定健診に準じた検査
◦腹部超音波
◦肺がん検診
◦大腸がん検診（便潜血）
◦胃がん検診
　（カメラまたはバリウム）
　ほか1日標準コース

※オプションは別料金です

県民健康センター 男　45,100円
女　48,400円

男　17,100円
女　20,400円

公立丹南病院 41,470円 13,470円
福井県済生会病院 45,100円 17,100円

福井赤十字病院 男　45,100円
女　48,400円

男　17,100円
女　20,400円

※検査の結果により、町保健師・栄養士が家庭訪問をして健康相談などを行う場合があります。

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者のみなさんへ
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マイナいま マイナンバーカードニュース『マイナいま』
4月からマイナンバー休日窓口を月1回から2回に増やします。また、新たな町独自の取得促進キャン
ペーンも始まりますので、ぜひマイナンバーカードの申請をお願いします。

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー　休日窓口のお知らせ
今月のマイナンバーカード休日窓口は10日（日）、24日（日）、夜間延長窓口は、5日（火）、15日（金）
です。ご予約は、住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

ワン

こころとからだのカレンダー
♠休日当番医（午前9時〜午後5時）

4 月 3 日㈰

織田病院 ☎36–1000 4 月10日㈰

 4 月17日㈰

 4 月24日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

 4 月29日㈮ 織田病院 ☎36–1000

♠心をいやす相談会（予約制）
 4 月15日㈮ 午後1時30分～ 4時 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥1歳6か月児健診
 4 月20日㈬ 午後1時～ 4時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制） 
 4 月15日㈮ 午前9時30分～正午 宮崎子育て支援センター 問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710

♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388♥離乳食教室（予約制）

 4 月22日㈮ 午前9時30分～正午 織田コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで

※4 ／30（土）はお休みです。

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
 4 月 5 日㈫

午後1時～ 4時
宮崎コミュニティセンター

 4 月19日㈫ 社会福祉センター

♦無料法律相談会（予約制）
 4 月26日㈫ 午後1時～ 4時 越前地域福祉センター

母子手帳アプリ「母子モ」母子手帳アプリ「母子モ」
オンライン相談のご案内オンライン相談のご案内

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

●❶「母子モ」をダウンロード
（町のホームページをご参照ください）

●❷オンライン相談の仮申し込み
オンライン相談希望の旨を電話でお伝えください。
職員とオンライン相談の日程を決定し、仮申し込
み完了です。

●❸「母子モ」から予約確定メールを送付
母子モ「オンライン相談はこちらから」バナーを
タップし、案内どおりに必要事項を入力をしてく
ださい。
記入内容に間違いないかご確認のうえ、メールを
送信してください。

●❹越前町からメールを受け取る
後日、越前町から「オンライン相談用の招待
URL」が届きますので、相談当日まで保管してく
ださい。

●❺予約当日にオンライン相談を行う
予約日時に、自治体からメールで届いた「オンラ
イン相談用の招待URL」をタップ。
選択されているマイクとスピー
カーに問題なければ「入室」を
タップすると、オンライン相談
が始まります。

　ご自宅からビデオ通話で出産や子育てなどの
相談ができます。「新型コロナウイルス感染の
心配がない」「外出不要でご自宅から実施可能」
「ビデオ通話だから電話よりも伝えやすい」な
ど、気軽に相談しやすくなりました。

ご利用方法

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
　肺炎で一番多い病原菌は、｢肺炎球菌｣ です。肺炎球菌ワクチンを接種しておくと、肺炎の予防や肺炎に
かかっても軽い症状ですむ効果が期待されます。今年度の接種費用助成対象者に、通知（予診票兼接種券）
をお送りしましたので、体調の良いときにお受けください。

新型コロナウイルスワクチンとは、13日以上の間隔を空けて接種してください。

対 象 者	 ①令和4年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人
②60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能障害を有する人で身体障害者手帳1級の人（該当する人は申請してください）。

接 種 期 間	 令和4年4月1日~令和5年3月31日
※通知が届いた人でも、過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種したことのある人は、定期接種
対象外となります。

自己負担額	 4,000円
指定医療機関	 福井県内の指定医療機関

※入院、入所などの理由により福井県内指定医療機関で受けることができない人は、健康保険課
までお問い合わせください。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

成人の風しん予防接種費用を助成します
　風しん予防接種または麻しん風しん混合予防接種をした人に費用の一部を助成します。

対 象 者	 平成2年4月1日以前に生まれ（昭和37年4月2日から昭和54年4月1日生まれの人を除く）、接種
日に町内に住所があり、●❶～●❸のいずれかに該当する人で、過去にこの助成を受けたことがない人
●❶妊娠を希望している女性　
●❷妊娠を希望または妊娠している女性の夫　
●❸風しん抗体陰性の妊婦の同居家族　　　

申 請 期 限	 予防接種を受けた日の年度末までに、子育て世代包括支援センターで申請手続きを行ってください。

申 請 時 の
必 要 書 類

	 ①領収書の原本　②予防接種済証の写し　③通帳の写し　
	 ●❸に該当する人は、母子健康手帳をご持参ください。

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

麻しん風しん混合ワクチン予防接種（MR2期）のお知らせ
　麻しん風しん混合ワクチンは、1歳児に1回接種しますが、予防効果を高めるため、就学前に2回目の
接種をします。対象のお子様は、予診票が届きましたら、早めの接種をお勧めします。

対 象 者	 年長児相当（平成28年4月2日～平成29年4月1日生）の子
接 種 期 間	 令和4年4月1日～令和5年3月31日
自己負担額	 無料

※接種期間を過ぎると全額自己負担（1万円ほど）になります。

接 種 場 所	 町内の指定医療機関（1週間前に要予約）
※県内の広域的予防接種を行う指定医療機関でも受けることができます。　
　詳しくは町のホームページでご確認ください。

持 ち 物	 予診票、母子健康手帳、子ども医療費受給資格者証や健康保険証

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

予防接種のお知らせ
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子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

授乳の相談が
したい

気分転換に
話がしたい

離乳食の形状
を見てほしい

子どもの様子
を見て欲しい



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 嫁いだ娘見守る母の遠眼鏡 原　　榮子川 柳

■優しい社会を目指して…「小さな親切」作文発表
公益社団法人「小さな親切」運動本部が実施している
「小さな親切」作文コンクール。子どもたちの体験や思
いを、自らの朗読でお届けします。
4月2日～8日、16日～22日
①11：50～　②13：25～

■ニュース&トピックス「たん9」
4月2日から火曜と土曜の週2回更新にバージョン
アップ。地域の話題を掘り下げた特集コーナーや村田
気象予報士のお天気歳時記、安心安全に関する情報な
どを週替わりで更新します。
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たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

4月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■	「越前町いきいき情報局」
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
しだれ桜まつり
3月26日～4月8日
わたしたちのまちの予算
4月9日～4月29日
陶芸まつり（5月28日29日開催）
4月30日～5月13日

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34–5602

朝 日 南 保 育 所 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小 曽 原 保 育 所 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

た い ら 保 育 園 36–0251

人口と世帯
（3月1日現在）

人　口	 20,499 人

　男	 9,989 人
　女	 10,510 人
世帯数	 7,198 戸

（前月より41人の減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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で
す

お
く
や
み

西
田
中

有
坂
美
代
子
さ
ん
（
93
歳
）

西
田
中

岡
山
　
郁
子
さ
ん
（
60
歳
）

西
田
中

耒
田
　
孝
雄
さ
ん
（
70
歳
）

朝
　
日

藤
井
　
君
子
さ
ん
（
80
歳
）

朝
　
日

永
田
　
富
治
さ
ん
（
67
歳
）

朝
　
日

濵
本
才
一
郎
さ
ん
（
92
歳
）

上
川
去

上
山
志
の
ゑ
さ
ん
（
101
歳
）

佐
々
生

藤
田
　
一
之
さ
ん
（
88
歳
）

佐
々
生

久
保
　
直
次
さ
ん
（
79
歳
）

江
　
波

向
當
　
義
雄
さ
ん
（
82
歳
）

八
　
田

齋
藤
　
安
榮
さ
ん
（
89
歳
）

宇
須
尾

青
山
　
俊
雄
さ
ん
（
85
歳
）

大
　
谷

安
藤
　
哲
夫
さ
ん
（
86
歳
）

小
　
樟

川
上
　
美
知
さ
ん
（
88
歳
）

道
　
口

矢
部
　
菊
枝
さ
ん
（
96
歳
）

道
　
口

田
﨑
　
末
子
さ
ん
（
83
歳
）

　
厨

矢
部
美
登
勢
さ
ん
（
78
歳
）

　
厨

山
野
喜
八
郎
さ
ん
（
89
歳
）

高
　
佐

濵
﨑
　
芳
子
さ
ん
（
90
歳
）

高
　
橋

稲
田
　
紀
一
さ
ん
（
80
歳
）

市
　
場

和
田
　
昭
夫
さ
ん
（
71
歳
）

市
　
場

伊
部
　
直
次
さ
ん
（
90
歳
）

平
　
等

向
　
　

枝
さ
ん
（
89
歳
）

平
　
等

青
山
は
す
江
さ
ん
（
86
歳
）

西
田
中

ワ
ダ
エ
ン
ヒ
ケ
タ
ク
ミ

（
エ
ド
ア
ル
ド
ヒ
デ
ア
キ
、
男
）

佐
々
生

田た

中な
か　

海み

愛あ

（
涼
、
女
）

青　

野

青あ
お

木き　

結ゆ
い

稟り

（
規
至
、
女
）

樫　

津

近こ
ん

藤ど
う　

日ひ

菜な

（
勝
彦
、
女
）

下
河
原

谷た
に

野の　
　

勝
し
ょ
う（

優
、
男
）

Ｅ
子
　
こ
ん
に
ち
は
。前
回
は
、開
宝
五
年（
九
七
二
）

中
国
の
蜀
で
開
宝
蔵（『
蜀
版
大
蔵
経
』）の
開
版

が
行
わ
れ
た
と
い
う
内
容
で
し
た
。

学
Ｍ
　
そ
う
で
す
ね
。製
作
さ
れ
た
板
木（
版
木
）は
、

太
平
興
国
八
年（
九
八
三
）
に
都
・
開か

い

封ほ
う

の
太
平

興
国
寺
に
運
ば
れ
、す
ぐ
に
大
蔵
経
の
印
刷
が
始

ま
り
ま
す
。

Ｅ
子
　
あ
れ
、板
木
が
完
成
し
た
の
は
太
平
興
国
二
年

（
九
七
七
）で
し
た
よ
ね
。な
ぜ
、運
搬
す
る
の
に

六
年
間
も
か
か
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｍ
　
ど
う
や
ら
皇
室
内
で
抗
争
が
あ
り
、都
に
は
開

宝
蔵
を
受
け
入
れ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
板
木
を
蜀
の
成せ

い

都と

で
保
管

し
て
い
ま
し
た
。

　
前
年
の
太
平
興
国
七
年（
九
八
二
）、第
二
代
皇

帝
・
太
宗（
在
位
九
七
六
～
九
九
七
）
は
新
た
な

仏
典
の
翻
訳
を
命
じ
て
お
り
、新
訳
仏
典
が
次
々

と
印
経
院
に
送
ら
れ
、「
続
蔵
」と
し
て
開
宝
蔵
に

加
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子
　
継
続
し
て
、大
蔵
経
の
開
版
を
行
っ
て
い
た
の

で
す
か
。太
宗
が
熱
心
に
仏
教
保
護
政
策
を
進
め

て
い
っ
た
様
子
が
分
か
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ
　
そ
の
後
も
開
宝
蔵
の
印
刷
は
続
き
ま
し
た
。し

か
し
、
第
六
代
皇
帝
・
神し

ん

宗そ
う（
在
位
一
〇
六
七
～

八
五
）の
時
代
に
王お

う

安あ
ん

石せ
き（
一
〇
二
一
～
八
六
）が

宰
相
と
な
る
と
、熙
寧
四
年（
一
〇
七
一
）印
経
院

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

Ｅ
子
　
な
ぜ
で
す
か
？

学
Ｍ
　
当
時
の
宋
で
は
、軍
隊
や
官
僚
組
織
を
維
持
す

る
経
費
の
増
大
に
よ
り
、国
家
財
政
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
、王
安
石
は「
新
法
」と
呼
ば

れ
る
富
国
強
兵
策
を
行
い
、自
作
農
や
小
商
人
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、財
源
の
確
保
と
国
防
力
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
一
貫
と
し
て
、
印
経

院
を
廃
止
す
る
の
で
す
。

Ｅ
子
　
財
政
難
の
た
め
文
化
事
業
を
縮
小
す
る
の
は
、

現
代
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
で
、
開
宝
蔵

の
印
刷
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ
　
板
木
は
開
封
城
内
の
寺
院
に
移
さ
れ
、大
観
二

年（
一
一
〇
八
）
ま
で
印
刷
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
靖
康
元
年（
一
一
二
六
）、北
方
に
建
国
さ
れ
た

金（
一
一
一
五
～
一
二
三
四
）
が
宋
に
侵
攻
し
ま

し
た
。
首
都
・
開
封
城
は
陥
落
し
、
金
国
軍
の
略

奪
が
始
ま
り
ま
す
。第
八
代
皇
帝
で
あ
っ
た
徽き

宗そ
う

（
在
位
一
一
〇
〇
～
二
五
）や
第
九
代
皇
帝
・
欽き

ん

宗そ
う

（
在
位
一
一
二
五
〜
二
七
）を
は
じ
め
、皇
族
・
官

僚
ら
約
三
〇
〇
〇
名
が
捕
虜
と
な
り
、略
奪
品
と

と
も
に
北
方
に
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
靖
康
の
変
）。こ
こ
に
宋
朝
は
滅
亡
し
ま
す
。

Ｅ
子
　
開
宝
蔵
は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｍ
　

金
国
軍
に
よ
っ
て
板
木
も
持
ち
去
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。

Ｅ
子
　
あ
あ
、残
念
で
す
ね
。

学
Ｍ
　
そ
の
後
、江
南
に
の
が
れ
た
徽
宗
の
子
・
高
宗

（
在
位
一
一
二
七
～
六
二
）は
南
宋
を
再
興
し
、金

に
対
し
て
臣
下
の
礼
を
と
る
と
い
う
条
件
で
、和

議
を
結
び
ま
し
た
。

　
次
回
は
、開
宝
蔵
が
東
ア
ジ
ア
世
界
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
、お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会
編
『
新
編　
大
蔵
経　

―
成
立
と
変
遷
』
法
蔵
館　
二
〇
二
〇
年

東
京
書
籍
『
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
用
文
部
科
学
省

検
定
済
教
科
書　
世
界
史
Ｂ
』
二
〇
二
一
年
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Special
feature

特  集

20歳 18歳消費生活相談窓口より

　お子さんが18歳19歳の場合、令和 4 年 4月1日から成人となり、親権に服さなくなります。
進路や生活を自由に決めることができ、「自分らしく生きる」ことができるようになる反面、法律
などで大人とみなされるため、トラブルなどに巻き込まれた場合、今までのように未成年を理由
に守られることがなくなります。
　未然にトラブルを防ぐために、お子さんと自立の意識と責任の大切さを話し合いましょう。

このほか、成年年齢の引き下げにより消費者が注意す
べきことなど、消費者庁のホームページなどで確認する
ことができます。QR コードから、ぜひご覧ください。

子の成年年齢が引き下げられることによって、
何が変わりますか？Q

A 　成年はクレジットカードの作成やローン契約など、金銭的な契約を親の同意を得ずに行うことが
できます。急に自由になるため、月々の使用限度額を決めずに使用し、結果的に破産することも
あり得ます。未然に防ぐために、家庭内で十分に話し合うことが必要です。

消費者被害の拡大が懸念されていますが、
どのような対策をとるべきですか？Q

A 　未成年者が契約する時は、親などの法定代理人の同意が必要とされており、その同意がない契
約は原則として取り消すことができます（未成年者取消権）。未成年者取消権は未成年者を保護
するためのものであり、未成年者の消費者被害を抑止する役割を果たしてきました。
　成年になると親の同意なく契約できる反面、未成年者取消権は適用されず、契約から生じる責
任を果たさなくてはなりません。そのため、保護のなくなった新成人が悪質商法のターゲットに
なる可能性があります。そうした消費者トラブルに遭わないためには、契約に関する知識を学び、
ルールを知った上で、その契約が必要かよく検討することが重要であるとお子さんに説明しておく
ことが大切です。
　消費者被害にあった場合でも、消費生活相談窓口に迅速に相談することで解決の糸口を見つけ
ることができるかもしれません。このことも十分にお子さんにお伝えください。

成年年齢が引き下げられた場合には、
養育費の支払期間は18歳までになりますか？Q

A 　養育費は、お子さんが未成熟であって経済的に自立することが期待できない場合に支払われる
ものなので、子供が成年に達したとしても経済的に自立していない場合には、養育費の支払義務
を負うことになります。このため、成年年齢が引き下げられたからといって、養育費の支払期間
が当然に「１８歳に達するまで」ということになるわけではありません。

未成年者が成年に
達する時点

平成16年4月2日以降に生まれた人　　 18歳の誕生日
平成14年4月1日以前に生まれた人　　 20歳の誕生日
平成14年4月2日以降平成16年4月1日以前に生まれた人 令和4年4月1日

4月1日から、成年年齢は
18歳になります

平成30年 6月に成立した「民法の一部を改正する法律」が、4月1日から施行されます。

改　正　の　内　容

問合せ先　住民環境課　☎３４‒８７０８
問合せ先　越前町消費生活相談窓口（総務課内）　☎３４‒８７００

新成人の親世代のみなさんへ

●	携帯電話を購入する
●	一人暮らしのためのアパートを借りる
●	クレジットカードを作成する
（支払能力により作成できないことがあります）

●	ローンを組んで自動車を購入する
（返済能力を超える場合などできないこともあります）
●	自分の住む場所や進学・就職などの進路につい
て、自分の意思で決めることができる
（親や学校の先生の理解を得ることが大切です）
●	 10年有効パスポートの取得
●	公認会計士など国家資格に基づく職業に就く
●	家庭裁判所で性別の取扱いの変更審判を受ける

18歳でできる
ようになる主なこと

OK

1
成年年齢の引下げ

（民法第4条）
一人でさまざまな契約をするこ
とができる年齢や親権に服する
ことがなくなる年齢を20歳から
18歳に引き下げます。

2
女性の婚姻開始年齢の引上げ

 （民法第731条）
男性18歳、女性16歳のところ、女性を18歳に
引き上げ、男女とも18歳に統一します。

※４月１日に１６歳になっていた平成１６年４月１日
以降平成１８年４月１日以前に生まれた女性は、
１８歳未満であっても結婚することができます。

3
養子をすることが
できる年齢

（民法第792条）
「成年に達した者」を
「20歳に達した者」と
改めます。

200,000-
請求書ローン

契約書
1,000,000-

請求書

健康面への影響や非行防止、
青少年保護などの面から変更ありません

NG

● お酒を飲む　 ●  たばこを吸う
● 公営競技投票券の購入

20歳にならないと
できないこと
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再生紙を使用しています

No.207
令

和
4

年
4

月
1

日
発

行

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

● 織田保育所児童クラブ  ●
みんなでつくろう！！たのしい放課後

No.22

手づくり
おやつの日

おかわりもあるよ♪

輝け！

福井ユナイテッド
FCによる

サッカー教室

ラキューの
達人作品

チャレンジ
ランキング !

ブルーベリーを
摘んだよ！

おやつおやつ

遊び遊び
みんなで下校・来所みんなで下校・来所

地域のかたとの交流地域のかたとの交流

織田児童館交流織田児童館交流

学習（宿題・読書）学習（宿題・読書）マスク交換
手洗いうがい

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら vol .65

　男女共同参画・人権室では、気づき事業を受講した小・中学生を対象にアンケート調査を
行いました。昨年度は小学生156人、中学生180人から回答があり、その結果の一部を5年前と比較して
ご紹介します。
小中学生の意識と生活（平成29年と令和3年の比較）
問 . 家庭科が得意なのは？ 

〈小学生〉 H29

（％）

〈中学生〉

〈小学生〉

〈中学生〉

0

10

20

30

40

50

男子

1.5
5.8

1.5
5.1

28.2
32.1

28.6 25.6

38.3

30.1

1.9 1.3

どちらかと
いえば男子

男子女子に得意
不得意の差は無い

どちらかと
いえば女子

女子 無回答

0

10

20

30

40

50

男子 どちらかと
いえば男子

男子女子に得意
不得意の差は無い

どちらかと
いえば女子

女子 無回答

問 . 整理整とんが得意なのは？

0

10

20

30

40

50

男子 どちらかと
いえば男子

男子女子に得意
不得意の差は無い

どちらかと
いえば女子

女子 無回答

0

10

20

30

40

50

男子 どちらかと
いえば男子

男子女子に得意
不得意の差は無い

どちらかと
いえば女子

女子 無回答

R3

H29

（％）

R3

H29

R3

H29

R3

0.6 1.1 1.3 0.6

35.5
42.8

33.5 33.3
29.0

20.6

0.0 1.7

2.4
7.7

1.5 1.9

22.3

32.7
35.9 35.3 35.9

20.5

1.9 1.9

0.6 3.3 0.6 0.6

35.5 36.1 33.5
38.9

29.7

18.9

0.0 2.2

　いずれの質問も「男子女子に得意不得意の差はない」の回答が平成29年に比べ令和3年は増えています。
また、小学生より中学生の方がそう感じている割合が多くなっています。「男だから」「女だから」という固定
観念を取り払い、今後も一人ひとりが自分らしく、いきいきと学校生活を送ってほしいですね。

問合せ先　総務課　☎34‒8700

認
め
合

い
男女の心をつ

なぐ
ま
ち

ひ と
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